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人
見
竹
洞
と
東
皐
心
越

竹
洞
伝
の

一
駒

大

庭

卓

也

(
一
)

林
羅
山
、
鷲
峰

に
師
事
し

て
学
業

を
修

め

て
き
た
人
見
竹

洞
は
、

そ
の
好
学

ぶ
り
が
認
め
ら
れ
、
寛
文
元
年
閏
八
月
、
当
時
二
十
五
歳
、

元
老
執
政

の
同
席

す
る
な
か
、

林
鷲
峰

の
も
と

に
儒
官
と
な
る

こ
と
を
命

ぜ
ら
れ
た
。

人
見
家

は
、
竹

洞
の
祖

父

に
当
た
る
友
徳

の
代
か
ら
医
術

を
生
業

と
す

る
よ

う
に
な

っ
た
、
医
者

を
多

く
輩
出

す
る
家
系

で
あ
り
、
竹
洞

の
父
玄
徳
も
夙

に

幼
科
医

と
し
て
名

を
馳

せ
、

四
代
将

軍
家
綱

の
侍

医
を
勤

め
る
大
医
で
あ

っ
た
。

そ
の
よ
う
な
家
系

に
育

っ
た
竹
洞
も

ま
た
本
業

を
医
道

に
置

い
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
水
戸
藩
儒

の
職

に
あ
り
、
羅
山
門

の
最
年
長

と
思

し
き
叔
父
人
見
ト
幽

軒

の
誘
抜
す

る
と
こ
ろ
が
大

き
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
医
術
を
学

ぶ
傍
ら
林
門

で
の
学
業
を
怠

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

そ
し
て
万
治
元
年

四
月

に
は
京

に
遊
学

す

る
こ
と
約
半
年
、
禁
裏

の
侍
医
を
勤
め

る
叔
父
人
見
道
伯

に
就

い
て
本
格
的

に
医
術
を
身

に
付

け
て
お
り
、

よ
う
や
く
医
者

と
し
て

一
人
立
ち
し

よ
う
と
し

て
い
た
頃

に
儒
官
と

し
て
抜
擢

さ
れ

た
の
で
あ
る
。

竹
洞

の
事
績

の
第

一
に
挙
ぐ

べ
き

『
続
本
朝
通
鑑
』

の
編
纂

に
携
わ
る
よ
う

命

が
下

っ
た
の
は
、

そ
の
三
年
後

の
寛
文

四
年
十
月

の
こ
と

で
あ
る
。
時

既

に

林
読
耕
斎

は
世

に
無
く
、
ま
た
編
纂

の
さ
な
か

の
寛
文
六
年

に
は
鷲

峰

の
長
男

林
梅
洞
が

二
十

四
歳

の
若
さ

で
天
逝
し

て
お
り
、
本
来
な
ら
最
も
頼
み
と
す

べ

き
片
腕
を
亡
く
し

た
鷲
峰

の
竹
洞

に
向
け
る
期
待
は
、

い
や
増
し

に
高
ま

っ
て

い

っ
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
竹
洞
も
ま
た
、
そ
う
し
た
期
待
に
応
う

べ
く
、

門
人

の
筆
頭

に
立

っ
て
史
書
編
纂

に
従
事
し

て
い
た

こ
と
は
、

編
纂
時

の
鷲
峰

の
日
記

で
あ
る

『
国
史
館

日
録
』

に
徴
し

て
明
ら
か

で
あ
る
。

約
七

ヶ
年

に
亙

る

『
続
本
朝
通
鑑
』

の
編
纂

を
終
え
、
そ
の
功
績

が
認

め
ら

れ

る
よ
う

に
な

っ
た
延
宝
以
降
、
竹
洞
は
公
務

に
明
け
暮

れ
る
日
々
を
送

り
、

儒
官
と
し

て
最
も
華

々
し

い
時
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
幕
府
儒
官
と

し
て

確
乎
た
る
地
位
を
得
る

に
至
る

の
は
凡
そ

こ
の
時
期

に
見
定

め
得

る
と
考

え
る

所
以

で
あ
る
。
現

に
竹
洞

の
経
歴

に
言

及
す
る
際
、
諸
書

が

一
様

に
引
く
伝
記

資
料
と
し

て
人
見
桃
原
撰

「竹

洞
先
生
略
譜
」

が
あ
る
姪

)
そ
こ
に
竹
洞
を
顕

彰
す
る

べ
く
書
き
連
ね
ら
れ
た
事
績

が
主
と
し
て
延
宝
以
降

の
こ
と

に
属
す

る

の
は
、
そ

の
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
桃
原

の
記
述

に
補
足

し

て

『
続
本
朝
通
鑑
』
編
纂

か
ら
天
和
期

に
か
け
て
の
儒
官
と
し

て
の
主
な
事

績
を
略
年
譜
の
形
式

で
列
挙
す

れ
ば

凡
そ
次

の
よ
う
に
な
り
、
鷲
峰
没
後

の
林
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門

に
あ

っ
て
、
謂
わ
ば
次
代
当
主
鳳
岡

の
補
佐
役
を
勤
め
た
竹
洞
像
を
看

て
取

る
こ
と
が

で
き

る
で
あ

ろ
う
。

○
寛
文

四
年

十
月

『続
本
朝
通
鑑
』
編
纂

に
従
事
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
る
。

○
延
宝
八
年

五
月

徳
川
家
綱

の
葬
儀

の
記
録
を
命
ぜ
ら

る
。

○
同

八
月

林
鳳
岡
と

と
も
に
紅
葉
山
文
庫

の
整
理
、
目
録
作
成

を
命
ぜ

ら
る
。

○
天
和

二
年

八
月
～
九
月

朝
鮮

通
信
使

の
応
接

に
あ

た
る
。

○
天
和

三
年

七
月

鳳
岡

と
と
も

に
武
家
諸
法
度

の
改
訂

に
携

わ
る
。

○
同

三
年

十

一
月

鳳

岡
、
木
下
順
庵

ら
と
と
も

に

『
武
徳
大
成
記
』

の
編
纂

を
命
ぜ
ら
る
。

か
か
る
儒

官
と
し

て
の
地
位

の
確
立

に
伴
い
、
竹
洞

の
文
事

に
接
す

る
人

々

は
漸
次

に
多

く
な

っ
た
と
見
え
る
。

竹
洞

の
詩
集

と
し
て
は
文

も
併

せ
て

『竹

洞
先
生
詩
文
集
」
『
竹
洞
人
見
先
生
後
集
』
(
以
下
、
各
々

『詩
文
集
』

『後
集
』

と
略
称
す
)

の
二
書
が
伝
え
ら
れ
、
そ

の
編
集
事
情
か
ら
主
と
し

て
寛
文

以
降

の
詩
文
を
概
観

で
き
る
も

の
で
あ
る
穐

こ
れ
ら
彩
し

い
数
に

の
ぼ
る
作

品
群

を
緒
け
ば
、
肥
前
鹿
島
藩
主
鍋
島
直
條
、
豊
後

日
出
藩
主
木
下
俊
長
、
備
中
足

守
藩
主
木
下
公
定
、
備
中
成
羽
藩
主
山
崎
義
方
な
ど
、
特

に
竹
洞

に
親
灸

し
た

諸
大
名
と

の
交
流
が
密

に
な

っ
て
ゆ
く

の
も
、
ま
さ
に
延
宝
以
降
の
こ
と

で
あ

っ

た
。
最
晩
年
の
編
集
に
係
る
と
思
し
き
自
撰
詩
文
集
『葛
東
台
葉
饒

の
小
引

に

葛
民
子

(註

・
竹
洞

の
号
)
行

ヒ
テ
余
力

ア
レ
バ
則

チ
、
葛
東

ノ
水
竹
深

処

二
遊
ブ
。
坐

ス
レ
バ
則

チ
、
書

ヲ
読

ミ
、
琴

ヲ
撫

デ
、
筆

ヲ
弄

シ
、
香

ヲ
焚
キ
、
几

二
愚
リ
、
茶

ヲ
烹

ル
。
歩

ケ
バ
則

チ
、
岡

二
登

リ
、
流

二
臨

ミ
、
封

二
筒
リ
、
竹

二
入
リ
、
荏

ヲ
栽

テ
、
疏

ヲ
摘

ム
。
其

ノ
友

ハ
則
チ
、

清
風
有

リ
、
山
鳥
有
リ
、

野
轟
有

リ
。
適
遥

ト
シ
テ
楽

シ
ム
。
而

シ
テ
自

カ

ラ
謂

フ
、
無
懐
氏

ノ
民
力
、
葛

天
氏

ノ
民

カ
ト
。
果

シ
テ
夫

レ
葛
東
大

平

ノ
民

ナ
リ
。
(
後
略
。
原
漢
文
、

以
下

同
)

と
自
ら
謳
歌
す
る
、
葛
東
牛
島

に
構
え
た
水
竹

深
処
な

る
別
塁

で
営

ま
れ

て
い

た
雅
交
も
、
よ
う
や
く
多
彩
な
諸
相
を
呈
す
る
に
至

り
、
そ
の
様

は
竹
洞
を
中
心
(
5
)

と
し

て

一
つ
の
交
流
圏
が
形
成
さ
れ

て
い

っ
た
か
と
思

わ
れ
る
ほ
ど

で
あ

る
。

ま

た
竹
洞

は
水
戸
藩

に
招
請
さ
れ
た
朱
舜
水
、
東
皐
心
越

な
ど
の
来
朝
明
人

と
盛

ん
な
交
渉
を
遂
げ
た

こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。

主
と
し
て
黄
彙

の
渡
来
僧

に

よ

っ
て
移
入

さ
れ
、
天
和
頃
ま

で
に
は
定
着

を
果
た
し
た
明
末
清
初

の
中
国
文

化

の
影
響
を
、

こ
の
期

の
文
壇

の
特
性
と
し

て
認
め
る
こ
と
は
周
知

の
事
実

で

あ
る
俺

竹
洞
も
ま
た
そ
う
し
た
文
化
流
入
に
敏
感
に
反
応
し
、
強
い
関
心
を

示

し
た
人
物

の

一
人

で
あ

っ
た
。

舜
水
と

の
交
渉

の

一
端

は
、
既

に
徳
田
武
氏

に
よ

っ
て
、
舜
水

の
梅
洞
碑
銘

執
筆
を
巡

っ
て
、
鷲
峰
を

は
じ
め
林
門

の
儒
者
と
舜
水

と

の
間
に
生

じ
た
確
執

を
う
ま
く
調
停

し
た
、
謂
わ
ば
双
方

の
連
絡
役
を
務
め
た
竹
洞
と
言

う
か
た
ち

で
提

示
さ
れ
て
い
る
糖

)
心
越
と

の
交
渉
は
、

こ
の
よ
う
な
広
範
な
交
遊

を
形

成

し
て
い
た
時
期
を
背
景

に
行
な
わ
れ

て
い
た

こ
と
か
ら
、
そ

の
様
相

も
は
る

か
多
岐

に
亘

っ
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
両
者

の
交

渉
は
、
杉

村
英

治
氏

の
心
越
伝
記
研
究

の
中

で
心
越
側
か
ら

の
視
点

に
立

っ
て
断
片
的

に

扱
わ
れ
る
に
と
ど
ま
%

未
だ
解
明

さ
る
べ
き
点
が
猶
お
存
し

て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
小
論

で
は
、
心
越
と

の
交
渉
を
軸
と
し

て
、
そ

こ
に
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
た
諸
大
名
と

の
雅
交

の
様
相

の

一
端
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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多
岐

に
亘

る
竹
洞
後
半
生

の
文
事
を
窺
う
料
と
す
る
と
と
も

に
、
近
世
初
頭

に

お
け

る
明
末
清
初

の
文
化
流
入

の
具
体
的
状
況
を
改
め

て
確
認
す
る
も

の
で
あ

る
。

(
一
一
)

心
越
は
光
囲

の
招
請

に
よ
り
、
天
和
元
年
七
月

に
江
戸

に
来
り
、
翌
天
和
三

年
四
月
、
公
許
を
得

て
水
戸

に
移
る
ま

で
の
間
、
江
戸
水
戸
藩
中
屋
敷

に
仮
寓

す
る
。
『
詩
文
集
』

に
は
、

こ
の
間

の
心
越
と

の
交
渉
を
示

す
幾

篇
か

の
詩
文

が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら

の
内
、
巻
之
二
所
収

の
心
越

の
五
言
古
詩

に
次
韻

し
た
際

の
序
文
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
次
韻
詩
は
、
既

に
杉

村
英
治
氏
が
そ
の

存
在
を
紹
介
さ
れ
た
、
天
和

二
年
か
ら
三
年

に
か
け

て
の
竹

洞
自
筆

と
思

し
き

詩
稿

『
鶴
山
詩
草
』

の
冒
頭

に
も
見
え

て
お
り
、
天
和
二
年

六
月
九

日
の
作

で

あ
る

こ
と
が
明
か
な
も

の
で
あ
る
。

今
、
『
鶴
山
詩
草
』

に
拠

っ
て
序
文

と
と

も

に
次
韻
詩
を
掲
出
す
る

こ
と
と
す
る
。

孟
夏
初
八
日
、
聞
心
越
禅
師
弾

琴
。
謝
以
鄙
詩
。
師
賜
和
且
別

示
古

風

一
章
。
偶
有
官
事
。
擾

≧
阻
月
。
頃
日
欲
往
訪
其
草
堂

而
未

果
　
。
故
和
前
韻

二
章

、

以
呈
之
。

孟
夏
初
八
日
、

心
越
禅
師

ノ
琴

ヲ

弾
ズ

ル
ヲ
聞
ク
。
謝

ス
ル
ニ
鄙
詩

ヲ
以

テ
ス
。
師
和

ヲ
賜
ヒ
テ
且

ツ

別

二
古
風

一
章

ヲ
示

ス
。
偶

タ

マ

官
事
有
リ
。
擾

≧
ト

シ
テ
月

ヲ
阻

ッ
。

頃
日
其

ノ
草
堂

ヲ
往
訪

セ

ン

ト
欲

ス
レ
ド

モ
未

ダ
果

サ
ズ
。
故

二
前
韻

二
和

ス
ル
ノ
二
章
、
以

テ

之

ヲ
呈

ス
。

東
方
君
子
国

上
世
曽
有
琴

久
絶
中
華
信

無
嗣
大
雅
音

越
師
来
万
里

更
伝
山
水
心

初
疑
鳴
鳳
下

復
思
潜
龍
吟

洋
々
煕
春
曲

雨
麗
松
竹
陰

盈
耳
自
忘
形

不
覚
清
夜
深

右
其

一

煕
春
太
平
世

新
調
入
素
琴

便
是
日
東
操

写
成
中
国
音

心
高
遇
斯
境

境
閑
会
斯
心

乏
如
空
谷
蟄

按
似
飛
泉
吟

莫
教
俗
客
聴

何
又
訪
山
陰

東
方

君
子

ノ
国

上
世

曾

テ
琴
有

リ
シ
モ

久

シ
ク
絶

フ

中
華

ノ
信

嗣

無

シ

大
雅

ノ
音

越
師

万
里

ヲ
来

リ

更

二
伝

フ
山
水

ノ
心

初

メ
疑

フ

鳴
鳳

ノ
下

ル
カ

ト

復

タ
思

フ

潜
龍

ノ
吟
ズ

ル
カ
ト

洋

々
タ
ル
煕
春
曲

雨

二
麗

シ

松
竹

ノ
陰

耳

ニ
盈

チ
テ
自

ラ
形

ヲ
忘

レ

覚

エ
ズ

清
夜

ノ
深
キ

ヲ

煕
春

太
平

ノ
世

新
調

素
琴

二
入

ル

便

チ
是

レ

日
東

ノ
操

写

シ
成

ス

中
国

ノ
音

心
高

ウ
シ
テ
斯

ノ
境

二
遇
ヒ

境
閑
カ

ニ
シ
テ
斯

ノ
心

ヲ
会

ス

迂

ス
レ
バ
空
谷

ノ
蚤

ノ
ゴ

ト
ク

按
ズ

レ
バ
飛
泉

ノ
吟

二
似

タ
リ

俗
客

ヲ
シ
テ
聴

カ

シ
ム
ル
莫

レ

何
力
又
山
陰

ヲ
訪

ハ
ン

一27一



請
師
精
妙
曲

師

二
請

フ

精
妙

ノ
曲

授
我
指
趣
深

我

二
授

ケ

ヨ

指
趣

ノ
深

キ

ヲ

れ
た
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
前
引

の
次
韻
詩

と
近
接
し

た
日
付
を
有
す
る

こ
と

か
ら
も
言
え
る

の
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
上

に
、
本
書
順

の
冒
頭

に
、

右
其
二

壬
戌
六
月
九
日

詩
序

に
拠

れ
ば
、
竹
洞

は
こ
の
年

の
四
月
八

日
に
心
越

の
許

で
琴

の
演
奏
を
聴

い
て
、
心
越

か
ら

「古
風

一
章
」
を
示

さ
れ

た
。
以
来
、
官
事

に
忙
殺
さ
れ

て

そ
の
草
堂
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
前
韻

に
廣

い
で
贈
呈
し
た

の
が
、

こ
の

両
篇

の
五
言
古
詩

で
あ
る
と
言

う
。
即
ち
、

こ
の
次
韻
詩
は
序
文

に
言
う
ご
と

く
、

四
月
八

日
に
竹
洞

が
心
越

の
も

と
を
訪

れ
て
い
た

こ
と
を
確
認

で
き

る
処

に
意
義

が
あ

る
。
と
言

う
の
も
現
時
点

で
見
得

た
資
料

の
内
、
竹
洞
と
心
越
と

の
交
渉

は
、

こ
の
天
和

二
年

四
月
八

日
を

以
て
最
も
早

い
も

の
と
す
る
か
ら

で

あ

る
。
第

一
首
目
中

に

「初

メ
疑

フ

鳴
鳳

ノ
下

ル
カ
ト
/
復
タ
思

フ

潜
龍

ノ
吟
ズ

ル
カ
ト
」

(第
八

・
九
句
)
、

「耳

二
盈

チ
テ
自

ラ
形

ヲ
忘

レ
/

覚

エ
ズ

清
夜

ノ
深

キ
ヲ
」

(第
十

二

・
十

三
句
)

と
詠

じ
る
あ
た

り
、

琴

の
演
奏

を

聴

い
て
二

ヶ
月
余
、
未
だ
冷
め

や
ら
ぬ
竹
洞

の
興
奮
が
何
処
と
な
く
感
得
さ
れ

る
の
で
あ

る
が
、

そ
の
理
由
も

『詩

文
集
』

巻
之

十

一
所
収

の
心
越

宛
書

順

「
与
東
皐
師
書
」

に
照
ら

せ
ば
、
容
易

に
了
解

さ
れ

る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
書
順

は
、
末
尾

に

「
季
夏
十
有

一
日
」
と

の
日
付
を
有
す
る

の
み

で
、

具
体
的
年
記
を
欠

い
て
お

り
、
近
時
、
心
越
お

よ
び
心
越
関
係

の
詩
文
を
網
羅

的
に
集
め
て
刊
行
さ
れ
た

『旅
旦
局
僧
東
皐
心
越
詩
文
鍾

に
も
、
こ
の
書
順

を
年
時
不
詳

の
も

の
と
し

て
採
録
し

て
い
る
が
、
前
引

の
次
韻
詩
を
同
封
し

て

心
越

の
許

に
送
ら
れ

た
と
考
え

て
ま
つ
誤
り

の
な

い
も

の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と

は
、

こ
の
書
順
が
天
和

二
年
十

二
月

に
書
か
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
な

「
寄
東

皐

書
」
と
隣
接
し

て
配
列
さ
れ

て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
和
二
年

の
そ

の
日

に
書

か

契
澗

月

ヲ
途

ユ
。
レ
]菌

平
安

ナ
リ
ヤ
否

ヤ
。
頃

日

官
閣
多
事
紛
冗
。

過
日
貌
座

ヲ
問

フ
コ
ト
能

ハ
ズ
。
往

三
不
ス
所

ノ
古
風

一
章
、
拙
和

ヲ
奉

ゼ

ン
ト
欲

ス
レ
ド

モ
、
未

ダ
果

サ
ズ
。
偶

タ

マ
閑
暇

ヲ
得
、
即

チ
両
篇

ヲ

書

シ
テ
呈

ス
。

郭
正
惟

ダ
希

フ
ノ
ミ
。

と
、
前
引

の
詩
序

に
言

う
、
心
越
か

ら
古
詩

一
篇
を
示
さ
れ
た

こ
と
、
官
事

に

多
忙

で
心
越

の
も
と
を
し
ば

ら
く
訪
問

で
き
な
か

っ
た

こ
と
、
心
越

の
古
詩

に

対
す
る
次
韻
詩

二
篇

を
贈
呈
す

る
こ
と
、
等

の
内
容

は
各

々
書
順
中

の

「
往
所

示
古
風

一
章
」
、

「契

潤
途
月
」
、

「頃

日
官
閣
多
事
紛
冗
」
、
「
書
両
篇
以
呈
」
等

の
語

に
照
応

し
て
い
る
こ
と
か

ら
明

ら
か

で
あ

る
。

従

っ
て
書

順
中

に
言

う

「
両
篇
」

の

「拙
和
」
と

は
前
引

の
次
韻
詩
を
指
す
も

の
で
あ

り
、

本
書

順

の

年

時
を
天
和

二
年
六
月
十

一
日
と
見
定
め

て
大
過
な

い
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
、

し
ば
ら
く

「与
東
皐
師
書
」

に
よ

っ
て
前
掲
五
言
古
詩
を
賦
し
た
更

に
詳
し
い

経
緯
を
窺

っ
て
み
る
。
書
順

の
後
続
箇
所
は
次

の
ご
と
く

で
あ
る
。

我
国
上
古
、
弾
琴

ノ
復

ナ
ル

コ
ト
有

リ
テ
響

ヲ
継
グ
者
無

シ
。
故

二
志
有

ル
者

其

ノ
趣

ヲ
知

ル

コ
ト
能

ハ
ズ
。
師

ノ
葦
航

ヲ
我
ガ
東

方

二
停

ム
ル

ヤ
、
初

メ
テ
之

ヲ
知

ル

コ
ト
ヲ
得
。
僕

前
日
謂

フ
所

ノ
此

ノ
煕
春
操

ハ

我
国
琴
操

ノ
権
輿

ナ
ル
カ
。
僕

琴

ノ
趣

ヲ
知

ラ
ン
ト
欲

シ
テ
、
年
既

二

久

シ
。
或

ハ
琴
譜

ヲ
考

へ
、
或

ハ
琴
律

ヲ
求

メ
、
未

ダ
其

ノ

一
二

ヲ
モ
得

ズ
。
今

師

ノ
弾
ズ

ル
所

ヲ
聞
キ
、

略

ボ
其

ノ
趣

ヲ
知

ル

コ
ト

ヲ
得

。

(後
略
)

=28一



こ
れ
に
拠

れ
ば
、
竹

洞
は
長
年

の
間
、

日
本

に
絶

え
て
久

し
い
琴
曲

の
興
趣
を

知
り
た
く
思

っ
て
い
た
が
、

心
越

の
弾

ず
る
と
こ
ろ
を
聞

い
て
、
初
あ

て
そ
れ

を
知

り
得

た
の
で
あ

っ
た
。
前
引

の
次
韻
詩

の
序
文

か
ら
、

そ
れ

は
四
月
八

日

の

こ
と

で
あ
り
、

ま
た
詩
中

に

「洋

々
タ

ル
煕
春
曲
」

(第

一
首
、
第
九
句
、
)
、

「
煕
春

太

平

ノ
世
/
新
調

素
琴

ニ
入

ル
」

(第

二
首
、
第

一
・
二
句
)
と
詠

じ

て
い
る
か
ら
、

そ
の
時
聴

い
た
曲

は

「煕
春
曲
」

で
あ

っ
た

ろ
う
。

「
煕
春

曲
」
は
、
心
越
が
来
府
す
る
前
年
の
延
宝
八
年
に
作
曲
し
た
琴
曲
で
あ
稔

竹

洞
は
初

め
て
聴

く
七
絃
琴

の
音

に
よ
ほ
ど
感
動
を
覚

え
た
ら
し
く
、
早
速

こ
の

書
順

の
末
尾

に

「
且

ツ
、
前

日
今
井
氏

ヲ
介

シ
テ
煕
春
操

ノ
譜

ヲ
請

フ
。
伏

シ

テ
乞

フ
、
跣
坐

ノ
鯨
間
柾

ゲ
テ
手
筆

ヲ
労

セ
ン

コ
ト
ヲ
。
」
と
、
「
煕
春
曲
」

の

楽
譜

の
写
し
を

く
れ

る
よ
う
、
今
井
弘
済
を
通
し

て
依
頼
し
た

こ
と
を
報
じ

て

い
る
。
心
越

の
来
府

以
前
、
竹
洞

は
朱
舜
水
と
盛

ん
な
交
際
を
展
開
し

て
い
た

の
で

あ
る
が
、
林
鷲
峰
が

『
国
史
館

日
録
」
寛
文
五
年
九
月
七

日
の
条

に

「
友
元

甚
ダ
華
風

ヲ
慕

ヒ
、
屡

シ
バ

(舜
水
を
)
招
キ
、
屡

シ
バ
逢

ヒ
、
相
睦
ブ

コ
ト

故
人

ノ
如

シ
。
」
と
言

う
ご
と
く
、
竹
洞

は
舜
水
と

の
交
際

を
通

し

て
中
華

の

文
物

に
接
す

る
こ
と

に
い

つ
も
孜

々
と
し

て
い
た
。
心
越
と

の
交
流

に
関
し

て

も
事
情

は
同
様
と
言

っ
て
よ
く
、
竹
洞

の
最
大

の
関
心
事
は
中
華

の
文
物

に
触

れ

る
こ
と
、
わ

け
て
も
七
絃
琴

の
奏
法
を
会
得
す

る
こ
と

に
あ

っ
た
、
と
考

え

て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
竹
洞

の
心
越
宛

の
書
憤

に

「
往

二
瑞
報

ヲ
承

ル
。
辱
ク

モ

東
渡
述
志

ノ
古
風

一
章

及

ビ
春
従
上
来

ノ
新
操

一
篇

ヲ
恵

マ
ル
。
」

(
『
詩
文

集
』
巻
十

一
所
収

「
寄
明
僧
心
越
書
」

・
天
和
三
年
閏
五
月
二
十
二
日
)
、
「
且

ッ
往

二
請

フ
所

ノ
問

一
々
盛
教

ヲ
得
、
鴎
鷺
忘
機
語
段
及
ビ
調
経
入
弄

一

冊
子

ト
為

シ
テ
之

ヲ
賜

フ
。
固

二
是

レ
、
琴
壇

ノ

一
宝
函

ナ
リ
。
」
(
同

「
寄
明

僧
心
越
書
」
)
、
「
且

ツ
、
二
譜

ノ
恵

ヲ
辱

ウ
ス
。
多

≧
幸

≧
。
」
(
『東

皐
全
集
』

巻
下
所
収
第
十
二
書
腰

・
天
和
三
年
九
月
十
九

日
)
、

「前
時
、
恵

ミ
借

ス
所

ノ

小
譜

一
巻
、
平
沙
落
雁
譜

↓
篇
、

即
チ
完
壁

ス
。
僕

写

ス
所

ノ
二
巻

モ
亦

タ

同
ジ
ク
之

ヲ
送
リ
奉
ゼ

ン
。
」

(
『詩
文
集
』
巻
十

一
所
収

「
与
東
皐

書
」

・
貞

享
二
年
八
月
二
十
七
日
)
と
、
煕
春
曲

の
譜
を

は
じ
め
と
し

て
次

々
に
心
越
か

ら
新
た
な
琴
譜
を
受
け
取

っ
て
い
た
こ
と
を
窺

え
る
言
が
散
見
す

る
の
は
、
そ

の
こ
と
を
雄
弁

に
語
る
も
の
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
七
絃
琴

の
興
趣
を
初
め

て

知
り
得
た
喜
び
を
綿
々
と
説

く
前
引

の
五
言
古
詩
と
本
書
腰
と
は
、
心
越
と

の

交
流
が
始

ま

っ
た
比
較
的
初
期

の
段
階

で
草
さ
れ
た
も

の
、
即
ち
心
越
と

の
交

流
が
天
和

二
年

四
月
頃

か
ら
漸
く
本
格
的

に
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

を
示
す
も
の
、

と
考

え
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

か
く
し
て
、
心
越

が
示
寂
す

る
元
禄
八
年
ま

で
延

々
と
続
く
二
人

の
交

遊
は

始
ま

っ
た
の
で
あ
る
が
、
次

に
竹
洞
が
心
越
と
接
触
を
持
ち
得
た
事
情
を
瞥
見

し

て
お
き
た
い
。
天
和

二
年
か
ら
三
年

の
間

に
集
中
し

て
竹

洞

の
心
越
宛
書
順

に
は
、

し
ば
し
ば
水
戸
藩
儒
生
今
井
弘
済

の
名
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
注
目
す

べ

き

で
あ
ろ
う
。

○

且

ッ
前

日
、
今
井
氏

ヲ
介

シ
テ
煕
春
操

ノ
譜

ヲ
請

フ
。

(
『詩
文
集
』
巻
十

一
所
収

「
与
東
皐
師
書
」

・
天
和
二
年

六
月
十

一
日
)

○
前

日
、
借

ル
ヲ
許

ス
所

ノ
三
教
図
、
手
写
半

巻

ニ
及
ブ
。

(
中
略

)

巻

ヲ

終

ル
ノ
後
、
今
井
氏

二
附

シ
テ
以

テ
還

ス
ベ

シ
。

(同

「
寄
東
皐
書
」

・
天
和

二
年
十

二
月

三
日
)

○
今
井
氏
府

ニ
帰

ス
。
ヒ
菌

ノ
平
安

ヲ
承
リ

テ
雀
躍

シ

テ
已

マ
ズ
。

(『
東
皐
全
集
』
巻
下
所
収

「
呈
心
越
禅
師
」

・
天
和

三
年
)

今
井
弘
済

は
、
字
将
興
、
号
魯
斎
。
小

宮
山
楓
軒

『善

旧
得
聞
』

に
、
十

四
歳
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に
し

て
朱
舜
水

に
従

い
学
問
を
修

め
た
こ
と
を
伝

え
る
。
特

に
華
音

に
通
じ
、

そ

の
知
識
は
後

に
雨
森
芳

洲
を
し

て

「此

レ
乃
チ
唐
人

ヲ
学
ブ
中

ノ
傑
然

タ
ル

者

ナ
リ
」
(
『
橘
窓
茶
話
』

巻
下
)

と
言

わ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
う
し

た
語

学
力
を
有
し

て
い
た

こ
と
も
あ

っ
て
か
、
心
越
を
招
請
す

る
際

に
は
光
囲

の
命

を
承
け

て
長
崎

に
赴
い

て
直

接
交

渉

に
当

た
り
、
来
府
後
も
謂

わ
ば
心
越
付
き

の
世
話
役
と
し

て
、
そ

の
任

に
当

た

っ
た
人
物

で
あ
る
。

か

つ
て
舜
水
と

の
交
渉
が
始
ま

っ
た
当
初
、

こ
れ
も
舜
水
付
き

の
儒
生

で
竹

洞
と
親
交

の
あ

っ
た
小
宅

生
順

に

「通

日

ノ
間

先

ヅ
足
下

ノ
高
斎

ヲ
訪

ヒ
、

相
共

二
舜
水

ノ
月
下

ノ
門

ヲ
敲
カ
バ
如

畷

」

と
面
会

の
便
宜
を
計

っ
て
も
ら

っ

て
い
た
処
を
見
る
と
、
天
和
二
、

三
年

の
心
越
宛
書
順

の
中

に
弘
済

の
名
が
集

中

し

て
見
ら
れ
る

こ
と
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
心
越

と
の
交
渉
が
弘
済
を
通
し

て
進
め
ら
れ

て
い
た

こ
と
を
語
る
も

の
と
考

え
る

の
が
自

然

で
あ

る
。

ま

た

『
詩
文
集
』

に
は
、
心
越
宛
書
順

以
外

に
弘
済

と
の
交
渉

を
示

す
も

の

は
見

い

出
せ
な

い
が
、
竹
洞
が
舜

水
の
許

に
あ
れ
ほ
ど
足
繁

く
訪
問
し

て
い
た

こ
と
を

考

え
併
せ
れ
ば
、
二
人

の
面
識
は
そ
の
頃

か
ら
始

ま
る
も

の
と
考
え

る
の
も
自

然

で
あ
ろ
誕

い

っ
た

い
竹
洞
は
、
叔

父
に
初
代
水
戸
藩
儒
人
見
卜
幽
軒
を
、

ま
た
従
兄

に
初

代
彰

考
館

総
裁

の
職

に
あ

っ
た
人
見
患
斎
を
血
筋

に
持
ち
、
人

脈

の
う
え
か
ら
も
水

戸
藩

に
き
わ
め

て
近
い
立
場

に
あ

っ
た
こ
と

は
間
違

い
な

い
。

現

に
心
越

の
来

府
当
初

、
す
ぐ
さ
ま
弘
済

の
よ
う
な
人
物

に
接
触
し

て
心

越

と
交
渉
す
る
を
得

て
い
た

こ
と
は
、

そ
の
こ
と
を

具
体
的

に
示
唆
す

る
も

の

で
あ
ろ
う
。

水

戸
藩

関
係

者

の
詩
文

を
慶
安

か
ら
元
禄
年
間

に
か
け
て
年
次
を
追

っ
て
採

録

し
た
詞
華
集

『文

苑
雑
纂
』

に
は
、
水
戸
藩
邸

あ
る
い
は
史
局
な
ど

で
行
わ

れ
た
詩
会

の
記
録

が
多

く
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
を
辿

っ
て
ゆ
く
と
、
水
戸
藩

修
史

事
業

の
体

制
が
よ
う
や
く
本
格
化
す

る
延
宝

・
天
和
期
以
降
、
当
時
盛
ん

に
行
わ
れ

て
い
た
光
囲
、
水
戸
藩

士
を
中
心

と
す
る
公
私

の
芸
遊

に
、
鳳
岡
を

始
め
と
す
る
林
門

の
儒
者
た
ち

の
な
か
で
も
特

に
竹
洞

が
積
極
的

に
関

っ
て
い

た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ

の
様
は
恰

も
鷲
峰
没
後

の
林
門

に
あ

っ
て
竹
洞
が
水

戸
家
と

の
交
際
を

一
手

に
引
き
受

け
て
い
た
か
の
よ
う
な
感
を
強
く
受
け

る
。

こ
れ
ま

で
に
見

て
き
た
よ
う
な
心
越

と
の
深

い
交
誼
を
結
び
得

た
の
は
、
ま
さ

に
林
門

に
あ

っ
て
そ
う
し
た
立
場

に
あ

っ
た
竹
洞

の
な
せ
る
業

で
あ

っ
た
と
言

え

る
の
で
あ
る
。

(三

)

さ

て
次

に
、
竹
洞
と
心
越

と
の
交
流
を
以
上

の
よ
う
に
見
据
え
た
う
え

で
、

そ

こ
に
往
来
す
る
諸
大
名

の
動

き
に
目
を
向

け
て
み
た
い
。
心
越
が
七
絃
琴

の

奏
法
を
竹
洞

に
伝
え
て
い
た
経
緯

は
前
節

で
検
証
し

た
が
、
そ

の
ほ
か
心
越
は

書
画
、
築
刻
と
も

に
堪
能

で
あ

っ
た
。
特

に
纂
刻

の
技
法

は
、
後

に
紀
州
藩
士

榊
原
篁
洲

に
伝
え
ら
れ
、
黄
葉
僧
猫
立
と
と
も

に
我
が
国

に
お
け
る
纂
刻
技
法

の
開
祖
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
%

)
こ
う
し

た
消
閑

の
余
技

に
秀

で
た

こ
と

に

拠
る
も

の
か
、
本
場
中

国
曹
洞
宗
を
伝

え
る
禅
者
と
し

て
よ
り
も
、
寧
ろ
外
来

の
文
化

の
伝
播
者

と
し
て
周
囲

か
ら
期
待
さ
れ

て
い
た
面
が
大
き
か

っ
た
と
す

る
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
麓

ま
た
世
道
人
心
に
益
せ
ず
と
し
て
吟
詩
作
賦
を
好

ま
な
か

っ
た
舜
水

と
は
対
照
的

に
、
広
く
文
芸
を
嗜
好
し
た
ら
し

い
心
越
は
、

詩
は
勿
論

の
こ
と
、
思

い
の
た
け
を

一
首

の
和
歌

に
託
す
る

の
に
吝
か

で
は
な

か

っ
た
。
水
戸
藩
儒
中
村
顧
言
が
心
越

に

つ
い
て

「
此
人
道
気
少

シ
、
関
心
派

ニ
ハ
隠
元
来

リ
、
曹
洞

ニ
ハ
心
越

一
人
、
唐
僧
来

ル

ユ
ヘ
一二

宗

ヨ
リ
崇
ケ

レ

ハ
、
無
是
非
和
尚

ニ
ナ
ル
、
御
側

ハ
ナ
シ
ノ
衆

ニ
モ
ナ
ラ
レ
ソ
ウ
ナ
ル
様
子
ナ

リ

シ
ナ
リ
」
(内

閣
文
庫
蔵

『
中
村
雑
記
』
一司

と
月
旦
す

る
よ

う

に
、

そ

の
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穏
和
な
人
柄
も
相
侯

っ
て
、
心
越

の
も
と

に
は
諸
大
名
が
交
遊

を
求

め
て
参
集

し
、
心
越
も
ま
た
、
そ
う
し
た
求
め

に
積
極
的

に
応
え
た
模
様

で
あ
る
。

そ
の

際

に
は
竹
洞
が
多
く
仲
介
と
し

て
立
ち
、
そ
れ
は
恰
も
、

心
越

と
接
触
を
持

つ

一
つ
の
窓

口
と
な

っ
て
い
た
か

の
よ
う
な
様
相
を
呈
し

て
い
る
。

こ
の
こ
と

は

例
え
ば
、
竹
洞

の
心
越
宛
書
順

に

○
前

日

清
話

ス
ル
コ
ト
半
日
。
多
謝

ス
。
竹
紙

ハ
則

チ
、
是

レ
加
藤
遠
江

守

(
註

・
伊
予
大
洲
藩

主
加

藤
恒
泰
)

ノ
領

ス
ル
所

ノ
伊
豫
大
津

二
製

ス

ル
所

ナ
リ
。
今

年
新

タ

ニ
成

シ
、
未

ダ
多

ク

ハ
之

ヲ
製

サ
ズ
。
遠
州
ノ
守
、

老
師

ヲ
シ
テ
之

ヲ
見

セ
シ
メ
、
而

シ
テ
画
幅

ヲ
請

フ
。

(
『詩
文
集
』
巻
十

一
所
収

「寄
東
皐
心
越
書
」
)

○
追
啓
、
豫

州
太

守
藤
乗

軒

(
同
前
、
加
藤
恒
泰
)
陽
城
太
守
豊
大
年

(
豊

後
日
出
藩

主
木

下
俊

長
)
各

其

ノ
任

二
帰

セ

ン
ト
欲

ス
。
余

二
囑

シ
テ

一
語

ヲ
伝

へ
、
来
期

ヲ
期

シ
テ
面
会

セ

ン
ト
欲

ス
云

々
。

(
『東
皐
全
集
』
巻
下
所
収
第
三
書
憤
)

と
見
え
る
こ
と
や
、

こ
の
他

『詩
文
集
』
所
収

の
数
篇

の
文
章
か
ら
断
片
的

に

窺

う
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
副
次
的
資
料

に
よ

っ
て
現
時
点

で
裏
付

の
と
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
註
と

し
て
掲
出
す

る
に
と
ど
幅

こ
こ

で
は
比
較
的
資
料

に
恵

ま
れ
、

そ
の
よ
う
な
交
流

の
在
り
方
を

ほ
ぼ
復
元
し
得

る
鍋
島
直
條

の
場
合

に
就

い
て
見

て
ゆ
く

こ
と
と
し

た
い
。

『鹿
島
年
譜
』

(佐
賀
県
立
図
書
館
鍋
島
文
庫
蔵
)

の
記
述

に
従

え
ば

、
直

條

は
寛
文
十

一
年
九
月
、
父
直
朝

に
従

っ
て
初
め

て
江
戸

に
上

っ
て
い
る
が
、

翌
寛
文
十

二
年
正
月

の
条

に
は

「
公
、
尚
舎
忠
房

(
松
平
忠
房
)
ノ
館

二
過
リ
、

林
学
士

(鳳
岡
)
、
野
節

(竹
洞
)
、
狛
高
庸

二
会

ス
。
」
と
あ

る
ご

と
く
、

島

原
藩
主
松
平
忠
房

の
館

に
お

い
て
竹
洞
と

の
出
会

い
を
果
た
し

て
い
る
。
時

に

直
條
十
七
歳
、
竹
洞
三
十
六
歳

で
あ
る
。
更

に
同
年
五
月

の
条

に
は

「忠
房

ノ

席
上
、
絶
句

ヲ
賦

シ
テ
林
学
士

二
呈

ス
。
学

士

コ
レ
ヲ
和

ス
。
自
後
林
家

ト
交

誼
愈
渥

ク
、
唱
和
往
復

ス
。
野
節
又
忘
年

ノ
交

ヲ
為

シ
、
誘
導
尤

モ
厚

シ
。
故

二
公
詩

ヲ
賦

ス
ル
毎

二
其
教

ヲ
受
ズ
ト
云

コ
ト
ナ

シ
。
」

と
、

直
條

が
林

門

の

儒
者
、
わ
け

て
も
竹
洞

に
親
灸
し
た

こ
と
を
言
う
。

『詩
文

集
』

は
寛
文

末
年

か
ら
延
宝
初
年

に
か
け

て
の
詩
を
大
幅

に
欠

く
ゆ
え
、

こ
の

「鹿
島
年
譜
』

の

言
を
確
認
し
得
な

い
が
、
『
鷲
峰
林

学
士
詩
集
』
巻
九
六

に
就

け
ば
、

寛

文
十

二
年
七
月

の
作
と
し

て

「
源
尚
舎
席
和

呈
藤
直
隆
芳
韻
」
と
、
直
條

の
名
が
初

め

て
見
え

て

『
鹿
島

年
譜
』

の
言

う
と
こ
ろ
と
近

い
時
期

に
鷲
峰
ら
と

の
交
渉

が
あ

っ
た

こ
と
が
窺

知
さ
れ
る
。
尤
も
、
鷲
峰
、
鳳
岡
ら

の
詩
集

に
直
條
と

の

詩

の
唱
酬
が
目
立

っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
延
宝

二
、
三
年
以
降

の
こ

と

で
あ
り
、
竹

洞
と
の
場
合

も
同
様

で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
、
実

に
林
門

の
儒

者
と
親
睦
を
深
め
る
の
は
具
体
的

に
は
延
宝

に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ

の
交
遊

と
文
事

の
記
録

は
、
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
す
る
巻
子

に
装
偵
さ
れ
た

詩
箋
類
、

お
よ
び
そ
れ
ら
を
書
写
し

た
も

の
を
多
く
含
む
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫

蔵
す
る

『楓
園
家
塵
』

二
百
余
巻
と
し

て
残
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
時
期

の
直
條

と
竹

洞
と
の
交
誼
を
察
す

る
に
足

る
も

の
と
し

て
、
や
や
長
文

に
亙
る
が
、
延

宝

三
年

に
直
條

が
竹
洞

に
呈
し
た
と
思
し
き

「
憶
葛
東
昔
遊
文
呈
竹
洞
君
」

の

次

の
よ
う
な
下

り
を
掲
出
し

て
お

こ
う
。

野
竹
洞
君

ハ
官
医
元
徳
公

ノ
長
子

ナ
リ
。
其

ノ
身

ハ
鴻
術

ノ
家

ニ
生

マ
ル

ル
ト
難

モ
、
歩

ヲ
学
路

二
進

メ
、
己

ノ
才

ヲ
以

テ
自

ラ
其

ノ
家

ヲ
起

シ
テ

医
業

ヲ
拠

テ
以

テ
儒
官

二
列

ス
。
謂

ヒ
ツ
ベ
シ
、

儒
門

ノ
大
祖

ナ
リ
。
我
、

往
年

謁

ヲ
源
尚
舎
忠
房

ノ
第

二
執

ル
。
爾

レ
ヨ
リ
以
来
、
清
顔

二
侍

ル
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毎

二
教
諭
倦

ム
コ
ト
無
ク
、
激
励

ス
ル

コ
ト
愈

ヨ
渥

ク
、
懇

≧
ト
シ
テ
芳

意

謝

シ
テ
鯨

リ
有
リ
。
(中
略
)
其

ノ
淡
交
莫
逆

以

テ
焉

ヲ
思

フ
ベ

シ
。
就
中
、
去

夏
六
月
、
雅

君

ノ
招

キ

ニ
応

ジ
、
葛
東

ノ
別
業

二
遊
ブ
。

狛
氏

(
註

・
狛
高

庸
)

モ
亦

タ
来
会

ス
。
談
笑

ス
ル

コ
ト
欣

≧
ト
シ
テ
旦

ヨ
リ
タ

ベ

ニ
至

ル
。
或

ハ
翰

墨

ヲ
談

ジ
、
或

ハ
風
景

ヲ
賞

シ
、
或

ハ
和
謁

ヲ
詠
ジ
、
或

ハ
唐
詩

ヲ
賦

シ
、
或

ハ
手

ヲ
携

ヘ
テ
園
林

ヲ
散
歩

シ
、
同
ジ

ク
舟

二
乗
リ
、

川
流

ヲ
迫
遊

ス
。

君

ハ
以
テ
琴

ヲ
弾
ジ
、
狛

ハ
以

テ
笙

ヲ

吹
ク
。
余

モ
亦

タ
盃

ヲ
傾
ケ
微

二
酔

ヒ
揚

≧
タ
リ
。

(後
略
)

直
條
と
竹
洞
と
を
強
く
結

び

つ
け
た
の
は
、
右

の
言
辞
か
ら
端
的

に
窺
え

る

よ
う

に
和
歌
、
詩
文

を
は
じ
め
と
す
る
文
事

の
業

で
あ

っ
た
こ
と

は
勿
論

で
あ

る
が
、
中
華

の
文
物

に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱

く
こ
と

に
お

い
て
も

二
人

の
趣

味
は

一
致

し

て
い
た
。

天
和

二
年

の
朝
鮮
通
信
使
来
朝

の
際
、
直
條

は
竹
洞
を

介
し

て
、
通
信
使

一
行
と
詩
文

の
応
酬
を
果

し
て
自

ら
の
趣
味
的
欲
求
を
満
足

さ
せ

て
い
た
し
、
ま
た
、
長
崎
警
備
役

と
い
う
職
責

に
あ

り
、

『
楓
園

家
塵
』

に
よ

っ
て
唐
通
事
林
道
栄
、
黄
壁

僧
木
庵
、
獅
立

な
ど
の
中
国
文
人
と

の
交
遊

が
確
認
さ
れ
る
直
條

で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
中
国

に
関
す

る
最
新

の
情
報
を
竹
洞

に
提
供
し

て
い
た

こ
と
も
十
分

に
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
互

い
の
交

情
を
深
め
る
要
因
と
し

て
、
謂
わ
ば
相

い
補

う
か
た
ち
で
強
め

ら
れ

て
い

っ
た

中
華
意
識
が
大
き
く
作
用
し

て
い
た

こ
と
は
間
違

い
な
い
。

で
は
、
直
條
が
心
越

に
接
近
し
よ
う
と
す

る
の
は
何
時

の
こ
と

で
あ

っ
た

ろ

う
か
。
『
楓
園
家
塵
』

巻

一
四
八
は
、
直
條

が
天
和

元
年

か

ら
同

二
年

に
草

し

た
詩
文
を
ほ
ぼ
成
立

順
に
収

め
た
詩
稿

で
あ
る
が
、

そ
こ
に
次

の
よ
う
な

二
首

の
七
絶
が
見
え
て
い
麹

狸
綴
絶
句

一篇
附
鶴
山
詞
伯
、

呈
心
越
禅
師
左
右
。
為
他
日
面

観
之
媒
云
。

大
雅
清
音
中
国
賓

相
期
捧
水
洗
緬
塵

丈
夫
応
不
遠
千
里

東
海
長
風
徳
有
隣

狸

二
絶
句

一
篇

ヲ
綴

リ
鶴
山
詞
伯

二
附

シ
テ
心
越
禅
師

ノ
左
右

二
呈

ス
。
他

日
面
観

ノ
媒

ト
為

ス
ト
云

フ
。

大
雅

ノ
清
音

中
国

ノ
賓

相

ヒ
期

ス

捧
水
緬
塵

ヲ
洗

フ
ヲ

丈
夫

応

二
千
里

ヲ
遠

シ
ト
セ
ズ

東
海

長
風

徳

二
隣
有

リ

聞
禅
師
杭
州
人
而
能
知
西
湖
之

景
致
。
因
又
裁

一
絶

随
縁
万
里
出
杭
州

海
外
袋
停

一
葉
舟

麺
院
荷
風
湖
面
月

夢
中
猶
有
旧
時
遊

聞

ク
、
禅
師

ハ
杭
州

ノ
人

ニ
シ
テ
、

能

ク
西
湖

ノ
景
致

ヲ
知

ル
ト
。
因

テ

一
絶

ヲ
裁

ツ
。

随
縁

万
里

杭
州

ヲ
出
ヅ

海
外

愛

二
停

ム

一
葉

ノ
舟

麺
院
荷
風

湖
面

ノ
月

夢
中

猶

ホ
有

リ

旧
時

ノ
遊

ビ

こ
の
二
首
の
七
絶

は
、

天
和

二
年

五
月

五
日
、
驚
峰

の
三
回
忌

に
忍
岡

に
詣

で

た
折
り

の
七
絶

「端
午

日
文
穆
公
大
祥
忌
。
詣
忍
岡
拝
神
主
。
因
綴

一
絶
、
捧

影
前
。
」

の
直
後

に
配
さ
れ
て
お
り
、
五
月
中

の
作

で
あ

ろ
う
と

思
わ

れ

る
。

一
首
目

に
は
、

心
越

が
遥

か
中
国

か
ら
渡
来

し
て
我
国

に
七
絃
琴

の
音
色
を
伝

え
た

こ
と
を
、

ま
た
二
首
目

に
は
、
心
越

が
未
だ
夢

み
る
こ
と
も
あ

る
で
あ
ろ

う
、
西
湖
を
詠

じ
る
。

『詩
文
集
』
巻
之

八
に
目
を
移
す
と

、

配
列

か
ら
考

え
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て
天
和

二
年
夏
頃

の
作
と
思

わ
れ

る
、
心
越

の
西
湖
十
景
詩

に
韻
を
廣

い
だ
七

絶
十
首
が
見

え
る
。
竹
洞

は
心
越

の
草
堂
を
訪
れ
た
談
話

の

つ
い
で
に
西
湖

の

景
致
を
尋

ね
て
い
た
ら
し

い
。

そ
こ
に
付
さ
れ

る
序
文

の
口
吻
か
ら
察
す
る
に
、

前
節

で
検
証
し

た
、
竹
洞
が
初
め

て
心
越

の
弾
ず

る
七
絃
琴

の
演
奏
を
聴

い
た

と
言

う
四
月
八

日
に
程
近

い
こ
と
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
心
越
は
詳
細

に

西
湖
十
景
を
語

っ
た
後
、
自
詠

の
十
景
詩
を
示
し
た
。
薫
諦
す
る

こ
と
再
三
、

竹
洞

は
未
だ
見

ぬ
西
湖

の
景
致

に
思

い
を
馳
せ
、
十
首
す

べ
て
に
次
韻

し

て
心

越

に
呈
し

た
と
言
う
。
心
越
が
七
弦
琴
を
能
く
す

る
こ
と
と
併
せ

て
西
湖

の
景

致

に
通
じ

て
い
る
こ
と

は
、
竹
洞

の
目

に
よ
ほ
ど
鮮
烈
な
印
象
と
し

て
映
じ
た

ら
し
く
、
竹
洞

は
、

こ
の
年

の
八
月
、
綱
吉

の
襲
職
を
祝
賀
す
る
た
め
に
来
朝

し

た
朝
鮮
通
信
使

の
応
接

に
あ
た

っ
て
い
る
が
、
通
信
使

一
行

の
な
か

で
も
特

に
親
し

ん
だ
洪
槍
浪

に
早
速
心
越

の
こ
と
を
次

の
よ
う

に
紹
介
し
た
。

余

日
ク
、
中
国

ノ
僧
心
越

ナ
ル
者

弊
邦

二
投
化

シ
、
琴

ヲ
能
ク

ス
ル
コ

ト
太
ダ
妙

ナ
リ
。
是

レ
西
湖

ノ
僧

ナ
リ
ト
謂

フ
。
又

タ
西
湖

ハ
是

レ
、
天

下

ノ
勝
地
、

一
タ
ビ
其

ノ
形
勝

ヲ
聞
カ

ン

コ
ト
ヲ
願

フ
。
而
ド

モ
無
路
キ

ヲ
恨

ム
。
足
下
其

レ
、
心
越

ナ
ル
者

ヲ
聞

ク
ヲ
得

ル

コ
ト
有

ル
カ
、
ト
。

又

日
ク
、
西
湖

ノ
景
勝
枚
挙

ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
或

ハ
筆
語

ヲ
以

テ
、
或

ハ
訳

語

ヲ
以

テ
、
稽

ヤ
其

ノ
地

ノ
勝

レ
ル
ヲ
聞

ク

コ
ト
ヲ
得
。
中
国

二
遊
ブ
ガ

ゴ

ト
シ
。
足
下

ト
心
越

ヲ
携

ヘ
テ
、
琴

ヲ
西
湖

ノ
上

二
鼓

セ
ザ
ル
ヲ
恨

ム
。

竹

洞

の
受

け
た
心
越

の
第

一
印
象
が
、
前
引

の
七
絶

に
見
ら
れ

る
直
條

の
そ

れ
と

一
致

し

て
い
る
こ
と
は
、
直
條
が
竹
洞
か

ら
心
越

の
話
を
聞

い
て
い
た

こ

と
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
竹
洞
が
初
め

て
心
越

の
七
絃
琴

の
演
奏
を

聴

い
た
四
月

八
日
か
ら
五
月

ま
で
の
間

の
直
條

の
詩
稿
を
見

る
と

、

「
雨
中

即

事
呈
客

(小
字
註
)
孟
夏
廿

一
日
鶴
山
公
来
訪
」
と
題
す

る
五
言
律
詩
が
あ
り
、

竹
洞
は
四
月

二
十

一
日
に
直
條

の
も
と
を
訪
問
し

て
い
た

こ
と
が
解

る
。
前
引

七
絶

の
詩
序

に

「為
他

日
面
観
之
媒
云
。
」
と
あ

る
ご
と
く
、

こ
う
し
た
折

に
、

直
條

は
心
越

に
関
す

る
情
報
を
竹
洞
か
ら
具

に
聞
き
出
し

て
、
詩
を
贈
呈
す

る

機
会

を
窺

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

か
く
し
て
、
竹
洞

が
心
越

と
泥
懇
と
な

る
や
、
直
條

は
い
ち
早
く
心
越

に
詩

を
贈

呈
し
て
面
識
を
請

う
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
以
降
、
直
條
と
心
越
と

の
交

渉
を
示
す

も
の
は
、
多

く
は
見

い
出
す

こ
と
が

で
き
な

い
。
三
年
後

の
貞
享

二

年

に
詠

じ
た
詩
を
逐
次
書
き

つ
い
だ
稿
本

で
あ

る

『
楓
園
家
塵
』
巻

一
四
二
に

は
次

の
よ
う
な
七
絶

が
見

勺

竹
洞
を
介
し

て
、

こ
れ
も
西
湖

の
勝
景

の

一
で

あ
る
孤
山

の
画
幅
を
請

う
て
い
た
よ
う

で
あ

る
。

そ
の
配
列
か
ら
考
え

て
二
月

中
旬

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

頃

日
、

以
鶴
山
人
為
扮
、
請
心

越
禅
師
索
孤
山
図
。
因
賦

一
絶

奉
呈
之
、
聯
見
其
志
。

頃

日
、
鶴
山
人

ヲ
以
テ
扮
ト
為
シ
、

心
越
禅
師

二
請

ヒ
、
孤
山
図

ヲ
索

ム
。
因

テ

一
絶

ヲ
賦

シ
之

ヲ
奉
呈

シ
、
柳
力
其

ノ
志

ヲ
見

ハ
ス
。
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又

日

ク
、

惟

ダ

希

フ
、

電

覧

ニ
備

フ

ノ

ミ
。

此

ノ
僧

弊
邦

二
来

リ
テ
煕
春
操

ヲ
作

ル
。

他
日

天
外
孤
山
春
色
深

梅
辺
知
是
寄
清
吟

黄
昏
水
月
伝
神
手

天
外

孤
山

春
色
深
シ

梅
辺

知
ル
是
レ
清
吟
ヲ
寄
ス
ル
ヲ

黄
昏
水
月

神
手
ヲ
伝
フ



写
出
思
郷
万
里
心

写
シ
出
ス

思
郷

万
里
ノ
心

貞
享

三
年
七
月
、
心
越

の
兄
に
当

た
る
蒋
尚
卿
が
舜
水
と
同
郷

の
儒
者
張
斐

と
と
も
に
長
崎

に
来
航

し
た
。
心
越

は
光
囲

の
配
慮

に
よ
り
長
崎

に
向
け

て
発

ち
、

八
月

に
は
尚
卿

と
の
再
会
を
果

た
し
て
、
翌
貞
享

四
年

一
月
ま

で
長
崎

に

滞
在

す
る
。

『詩
文
集
』
巻
之
十

一
所
収

の
竹
洞

の
心
越
宛
書
順

「
寄
心
越
書
」

は
、
九
月
十
九

日
の
日
付

が
あ
り
、
書
順

の
文
面

か
ら
、

こ
の
間

に
送
ら
れ

た

も

の
と
見

て
よ
い
と
思
う
蟻

)
そ
れ
に
、

偶
タ

マ
鍋
島
備
前
侯

ノ
風
信

有
リ
。

以

テ

一
語

ヲ
致

ス
。

と
あ
る

の
に
拠
れ
ば
、
直

條
は
長
崎
滞
在
中

の
心
越

に
も
、
竹
洞
を
介
し

て
音

信
を
絶
や
し

て
い
な
か

っ
た

こ
と
が
知
れ
る
。
但
し
、

こ
の
書
順

に
相
当
す

る

も

の
は

『
楓
園
家
塵
』

に
見

い
出
す

こ
と
は

で
き
な

い
。

明
け

て
貞
享
四
年

に
は
直
條
と
心
越
と

の
交
渉
を
指
摘
し
得

る
。

即
ち

『
楓

園
家
塵
』
巻
八
六

に
見
え
る

「
楽
思
園
八
景
詩
」
が
そ
れ

で
あ
り
、
直
條

は
そ

の

一
を
心
越

に
依
頼
し

て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
つ
、
詩
題
お
よ
び
作
者
名

の

み
を
記
せ
ば
、
次

の
ご
と
く

で
あ
る
。

梅
窓
新
鴬

松
林
暗
鵤

萩
洲
吟
轟

柳
岸
睡
見

整
宇
林
学
士

/

鶴
山
野
節

/

順
奄
貞
幹

/

東
皐
岡
泰

/

桜
場
白
雲

幻
覚
崇
寛

蓮
渓
晩
風

東
皐
越
杜
多

桂
院
舞
月

紫
雲
機

竹
径
曙
雪

宝
月
頭
陀

楽
思
園
は
直
條
が
国
元
鹿
島
藤
津
郡
に
有
し
た
故
園
の
名
称
で
あ
る
。
『楓
園

家
塵
』
巻

=
二
九

に
は
、

こ
の
八
景
詩

が
手

元
に
集

ま
り
、

一
巻

に
装
漬
し

た

時
点
、
即
ち
貞

享
五
年

に
自
ら
草

し
た

「楽
思
園

八
景
詩
践
」

が
見

え
て
い
る

が
、
そ
れ

に
は

「余

、
去
春

(註

・
貞
享

四
年

)
東
都

二
在

リ
。
整
宇
林
学
士

ト
相

ヒ
議

シ
、
園
景
八
品

ヲ
掲
ゲ
、
以

テ
題

ヲ
出

ス
。
学
士

及
ビ
野
鶴
山
、
岡

剛

二
請

ヒ
、
之

ヲ
賦

セ
シ
ム
。
其

ノ
鯨
、
儒
生
浮
屠

ヲ
シ
テ
之

ヲ
分
賦
セ
シ
ム
。」

と
あ
り
、
貞
享
四
年

の
春
、
鳳
岡
と
と
も
に
議

し

て
楽
思
園

の
景
致
八
品
を
掲

出
し
、
そ
れ
を
四
詠
ず

つ
に
折
半

し
、

儒
員

と
僧
門

と
を

バ
ラ

ン
ス
良

く
配
置

し
た
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が
解
る
。
鳳
岡
を
は
じ
め
と
す

る
林
門

の
儒
者
た
ち
、

天
和
三
年

に
幕
府
儒
官
と
な

っ
た
木
下
順
庵

(
順
庵
貞
幹

)
、

そ

し

て
浅

草
文

殊
院

の
僧
雲
堂

(
宝
月
頭
陀
)
な
ど
、
謂
わ
ば
、
当
時
、
直
條

が
持

ち
得

た
第

一
級

の
雅
友

で
も

っ
て

「
楽
思
園
八
景
詩
」
を
構
成

し
よ
う
と
す

る
直
條

の
意

図
が
読

み
取
れ
る
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な
か
ろ
う
。

そ
う
し
た

一
人

と
し
て

心
越
が
選
ば
れ
た

の
で
あ
る
。

心
越

の
八
景
詩
が
直
條

の
も
と

に
届
け
ら
れ
た

の
は
、
依
頼

し
て
間
も
な
い

五
月

一
日
の
こ
と

で
あ

っ
た
。
八
景
詩
と
と
も
に
心
越
は
自
作

の
画
幅

を
添

え

て
贈

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
貞
享
四
年

の
直

條

の
漢
文

日
記
体

の
記
行

で
あ

る

『
興
来

日
鍾

の
五
月
朔

日
の
条

に
は

「
東
皐
心
越

禅
師

、
頃

日
請

フ
所

ノ
八

景

ノ

一
題

ヲ
詠
ズ
。
且

ツ
、
自
画
三
幅

ヲ
恵

マ
ル
。
書

ヲ
以

テ
之

ヲ
謝

ス
。
」

と
、
書
き
留
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し

て
、
同
日

の
こ
と
と
し

て

「整
宇

吾
ガ
行

ヲ
祖

シ
、
佳
招
有

リ
。
鶴
山
来
会

ス
。
余

留
別

ノ
吟

ヲ
作

リ
、

『
思

量
東

海

深
千
尺
/
不
及
離
錘

一
日
愁
』

ノ
句
有
リ
。
二
公

和

ヲ
賜

フ

(後
略

)。
」

と

の

一
文
も

み
え
て
お
り
、
直
條

は
こ
の
年
、
官
暇
を
賜
わ
り
、
五
月

三
日

に
は

肥
前
鹿
島

に
向
け

て
参
勤
交
代

の
旅

へ
発

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
、

こ
の
日
、
鳳
岡

の
催
し
た
送
別

の
宴
席

で
竹
洞
等
と
と
も

に
詩

の
唱
和

を
し

て

い
た
の
で
あ

っ
た
。
お

そ
ら
く
、
心
越

の
八
景
詩
お
よ
び
画
幅
は
、

こ
の
席

に
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お
い

て
竹
洞

に
よ

っ
て
直
條

へ
渡

さ
れ

た
で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
直
條
は
そ

の
日

の
内

に
礼
状

を
し
た
た
め
て
竹
洞

に
託
し
、
翌

日
に
は
心
越

の
許

に
届
け
ら
れ

た
。
直
條

の
書
順

は

『楓
園
家
塵
』
巻

一
○
八

に
見
え

る
、

「
呈
東
皐

心
越

和

尚
書
」

が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

僕
未

ダ
丈
室

ニ
参

ゼ
ズ
シ
テ
渇
仰

ス
ル

コ
ト
既

二
久

シ
。
頃

日
、
鶴
山
子

二
依

テ
八
景

ノ

一
題

ヲ
請

フ
。

日
ナ
ラ
ズ

シ
テ
高
吟
即
成

ス
。
而

シ
テ
小

園

ノ
光
景

二
添

フ
。

且

ツ
水
墨

三
幅

ノ
嘉
恵

ヲ
以

テ
ス
。
薙
ノ
色
此

∠
π

感
楓

二
堪

ヘ
ズ
。
往

キ
テ
之

ヲ
謝

セ
ン
ト
欲

ス
レ
ド
モ
、
門
禁
有

ル
ヲ
聞

ク
。
故

二
又
使
紛

ヲ
馳

ス
ル

コ
ト
能

ハ
ズ
。
況

ヤ
夫

レ
淑
装

紛

々
ト
シ

テ
謝
帖

モ
亦

タ
滞

ル
。
多
罪
多
罪
。
藪

ニ
鶴
山
子

ニ
附

シ
テ
、
柳
力

一
語

ヲ
奉

ル
。
方
今
、
万

里

ノ
行
、
重

ネ
テ
委
曲

ヲ
致

ス
ノ
ミ
。
艸
々
。
不
乙
。

直
條

が
竹
洞
を
介

し
て
、
心
越

に
面
識
を
請
う

て
い
た
天
和

二
年
夏
以
来
、
既

に
四
年

も
の
歳
月

が
経

っ
て
い
る
に
も
か

か
わ

ら
ず
、
冒
頭

に

「
僕
未
ダ
丈
室

二
参

ゼ
ズ

シ
テ
渇
仰

ス
ル

コ
ト
既

二
久

シ
。
」
と
、
未
だ

心
越

の
も

と
を
訪

れ

て
い
な
い
こ
と
を
言

う
の
は
、
逆

の
見
方
を
す
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
竹
洞
を
通
じ

て
の
み
心
越

と
の
交
流

が
可
能

に
な

っ
て
い
た
事
情
を
看

て
取
る

こ
と
が

で
き

る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
外
来

の
文
化

の
伝
播
者
と
目
さ
れ

た
心
越

の
許

に
は
多
く

の
儒

者

や
大
名

が
集

ま

っ
て
交
遊
を
求
め

た
と

さ
れ
、

そ
れ
ら
個

々
の
事
象
が
漫
然

と
説

か
れ
る
こ
と

が
多
か

っ
た
の
で
あ

る
が
、

そ
の
多
く

の
場
合

に
は
竹
洞

の

よ
う
な
人
物

の
介
在
が
あ

っ
て
、

は
じ
め

て
そ
れ
が
実
現
し
得

て
い
た

こ
と
は

改

め
て
確
認

し
て
お
く

べ
き
事
実

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま

で
検
討
し

て
き
た

『楓

園
家
塵
』

の
諸
資
料
か
ら
、
竹
洞
が
林
門

の
な
か

に
あ

っ
て
心
越
と
の
交
渉

を

可
能
と
す
る
窓

口
と
し

て
の
役
割
を
務

め
、

そ
こ
に
諸
大
名
と
心
越
と

の
交
遊

が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
、
か
よ
う
な
交
流

の
形
態
が
窺

え
る
の
で
あ

る
。

*

*

*

以
上
、
竹
洞
と
心
越
と
の
交
遊
を
中
心

に
、

そ
こ
に
繰

り
広
げ
ら
れ

て
い
た

周
囲

の
動
き
を
描
出

す
る
こ
と
に
努

め
て
き

た
。

そ
の
膨
大
な
詩
文
集
か
ら
知

れ
る
ご
と
く
、
竹

洞
は
後
半
生

に
お
い
て
広
範
囲

な
交
流
を
持
ち
得

て
い
た
人

物

で
あ
り
、
ま
た
他
の
林

門
の
儒
者

と
同
様
、
当
時

の
文
壇

に
お

い
て
中
心
的

立
場

に
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
の
交
流

の
広
範
囲
な

る
が
故

に
關
明

し
得
な

い
面
も
大

き
い
。
個

々
の
具
体
的
な
事
実
と
し

て
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
点
は
猶
お
多

く
、
総

て
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

心
越
と
の
交

渉
を
取
り
上
げ

る
こ
と

が
、

こ
う
し

た
多
岐

に
亘
る
竹
洞
後
半
生

の
交
流

に
幾
許

か
の
秩
序

を
齎

ら
す
恰
好

の
素
材

で
あ

る
と
考
え

て
小
論
を
草

し
た
次

第

で
あ
る
。

((
21
))

 

(
3
)

註

内
閣
文
庫
蔵

『
人
見
氏
伝
』
(写
)。

国
会
図
書
館
蔵

『
竹
洞
全
集
』
末
尾
に
採
録
。
人
見
桃
原
は
竹
洞
の
長
男
。
註

一
掲
出
の

『
人
見
氏
伝
』
竹
洞
の
項
に
も
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
る
。

『竹
洞
全
集
』
は

『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
と

『竹
洞
人
見
先
生
後
集
』
と
を
合

綴
し
た
も
の
。
人
見
雪
江
撰

「竹
洞
人
見
先
生
後
集
序
」

に

「
詩
文
若
干
、
既

罹
災
、
大
略
亡
　
。
祖
桃
原
先
生
取
之
門
人
知
音
者
之
家
、
以
作
竹
洞
集
。
猶

未
尽
之
。
詩
云
、
彼
有
遺
乗
。
此
有
滞
穂
。
考
雪
江
先
生
、
旭
以
作
後
集
。
」
と

あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
竹
洞
の
詩
文
は
罹
災
し
て
半
ば
失
わ
れ
て
い
た
が
、

桃
原
が
諸
方
か
ら
作
品
を
収
集
し
て

『竹
洞
先
生
詩
文
集
』
を
編
み
、
更
に
雪

江
が
そ
れ
に
漏
れ
た
も
の
を

『竹
洞
人
見
先
生
後
集
』
と
し

て
ま
と
め

て
い
た

う35一
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こ
と
が
解

る
。

こ
う
し

た
事
情

に
拠
る
も

の
か
、
『後
集
』

の

一
部
を
除

き
、

両

者

と
も

に
主
と
し

て
寛
文
以
降

の
詩
文
を
収
め
る
。

『詩
文
集
』
巻
之

二
十
所
収
。
「葛
東

題
葉
録

」

「
題
葉

文
篇

」

「
題
葉

吟
巻

」

「題
葉
随
筆
」
の
四
部
か
ら
成

る
。

「題
葉
吟
巻
」

の
冒

頭

に

「
葛
民

子
有

官
暇

則
、
到
水
竹
深
処
。
興
来
則
、
吟
。
吟
則
、
題
葉
而
捨
之

。

童
子

収
拾

、

貯
於

一
籠
。
以
暇

日
録
焉
。
」
と
あ
り
、
延
宝

三
年

か
ら
元
禄
八
年

ま
で
の
詩
を

順
不

同

に
見

る
。
す
れ
ば
、

そ
の
編
集
は
最
晩
年

に
係
わ

る
か

と
思

わ
れ

る
。

猶
お

引
用

は

『人
見
竹
洞
詩
文
集
』
(平
成

三
年

五
月

・
汲
古
書
院

影
印
版
)

に
拠
り
、

句
読
点

・
ル
ビ
等
を
適
宜
加
え
た
。
以
下
同
。

水
竹
深
処

に
関
し

て
は
、
堀
信
夫

「素
堂
と
江
戸

の
儒
者
」
(井
本
農

一
博

士
古

希
記
念

『俳
文
芸

の
研
究
』
昭
和
五
十
八
年
三
月

・
角

川
書

店
)

に
少
し

く
触

れ
ら
れ

る
。
筆
者
も
、
水
竹
深
処
を
拠
点
と
す

る
竹

洞

の
交

流

に
就

い

て
は
、

目
下
検
討
中

で
あ
り
、
他

日
、
稿
を
草
す
る

つ
も
り

で
あ
る
。

中
野

三
敏

「都
市
文
化

の
燗
熟
」
(『
岩
波
講
座

日
本

通
史

14
近

世

4
』

平
成

七
年

一
月

・
岩
波
書
店
)

「朱
舜
水
の

「勉
亭
林
春
信
碑
銘
」

一
件
=

形
式
と
情
緒
「

」
(
和
漢
比
較

文
学
叢
書
17

『江
戸
小
説
と
漢
文
学
』
平
成
五
年
五
月

・
汲
古
書
院
)。
ま
た
同

氏
の

「人
見
竹
洞

・
朱
舜
水
往
復
書
順
年
時
考
証
」
(
「
明
治
大
学
教
養
論
集
」

二
五
九
号

・
平
成
五
年
三
月
)
は

『詩
文
集
』
巻
十

一
所
収
の
舜
水
宛
書
腰
の

年
次
を
綿
密
に
考
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『望
郷
の
詩
僧

東
皐
心
越
』
(平
成
元
年
三
月

・
三
樹
書
房
)

「人
見
竹
洞

「鶴
山
詩
草
」
と
東
皐
禅
師
」
(
「伝
記
」
第
五
輯

・
昭
和
五
六
年

九
月
)。
『鶴
山
詩
草
』
は
東
京
大
学
図
書
館
蔵
、
写
本

一
冊
。
外
題
無
し
。
墨

付
二
十
四
丁
か
ら
な
る
小
冊
子
で
初
丁
右
下
に

「野
節
/
之
印
」
(陽
刻
)
あ
り
。

末
尾
に

「冊
係
天
和
癸
亥
所
録
、
距

一
百
六
十
八
年
。
其
帰
於
武
川
禾
亭
。
為

余
追
記
鶴
山
之
蹟
無
疑
也
。
/
嘉
永
三
年
端
午
月
三
日
。

一
斎
坦
題
時
齢
七
十

九
。」
と
の
佐
藤

一
斎
の
識
語
を
見
る
。

陳
智
超
編
。
民
国

一
九
九
四
年

一
月
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

「寄
東
皐
書
」
は

「
与
東
皐
師
書
」
の
直
後
に
配
さ
れ
る
。
本
書
順
は

『
詩
草
』

(
12
)

(
13
)

(
14
)

(15
)

(16
)

(
17

)

(18
)

23
)
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の
方
に
も
見
え
て
お
り
、
且
つ
末
尾
に

「玄
臓
初
三
日
」

の
年
時
を
有
し
て
い

る
故
、
天
和
二
年
十
二
月
三
日
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
書
順
で
あ
る
。

水
戸
祇
園
寺
蔵
す
る
心
越
関
係
の
資
料
の

一
部
を
ま
と
め
た
浅
野
斧
山
編

『東

皐
全
集
』
(明
治
四
十
四
年
六
月

・
一
喝
社
)
巻
下
に
そ
の
楽
譜
が
見
え
る
が
、

『文
苑
雑
纂
』
(国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
写
真
本
に
拠
る
。

以
下

『
文
苑
雑

纂
』
を
言
う
場
合
に
は
、
こ
の
紙
焼
本
を
指
す
)
巻
三
十
に
は
そ
の
歌
詞
の
み

が
記
録
さ
れ
、
末
尾
に

「時
庚
申
小
春
曼
陀
羅
関
中
作
」
と
の
小
字
註
を
付
す
。

『詩
文
集
』
巻
之
十

一
所
収

「宅
正
順
書
」
。

『文
苑
雑
纂
』
巻
十
五
に
は

『詩
文
集
』
未
載
の
竹
洞
の
舜
水
宛
書
贋

「
奉
朱

老
先
生
書

(小
字
註
)
三
月
廿
七
日
」
が
収
め
ら
れ
る
。
『雑
纂
』
巻
十
五
は
寛

文
八
年
の
詩
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
書
順
は
寛
文
八
年
三
月
二

十
七
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
そ
こ
に
は
舜
水
付

の
通
訳
と

し
て
下
川
三
省
と
と
も
に
弘
済

(本
文
で
は

「洪
斎
」

に
作
る
)

の
名
が
挙
げ

ら
れ
る
。

中
井
敬
所

『
日
本
印
人
伝
』
(大
正
四
年
九
月
)
。

永
井
政
之

「東
皐
心
越
序
説
」
(『禅
宗
の
諸
問
題
』
昭
和
五
十
四
年
十
二
月

・

雄
山
閣
)
、
同

「
東
皐
心
越
と
日
本
の
禅
者
達
「

独
庵
玄
光
の
場
合
ー

」

(「印
度
学
仏
教
学
研
究
」

二
八

-

一
・
昭
和
五
四
年

一
二
月
)

倉
員
正
江

「翻
刻

『中
村
雑
記
』
抄

(三
)」

(「近
世
文
芸

研
究
と
評

論
」

第

三
七
号

・
平
成
元
年
十

一
月
)

巻
之
十
三
所
収

「
三
潭
印
月
記
」、
巻
之
十
八
所
収

「陳
雲
生
初
度
賀
詩

巻
践

」

等
。『楓
園
家
塵
』
巻

=

八

「楓
園
集
」
所
収
。

『楓
園
家
塵
』
巻

一
○
八

に
も
記
載
さ
れ
る
。

「後
集
』

に
附
録
と
し

て
収
め
る

『韓
使
手

口
録
』

八
月
二
十
四
日
の
条
。

『楓
園
家
塵
』
巻

一
四
六

に
も
記
載
さ
れ
る
。

冒
頭

に

「
う
別
万
里
。
未
得
潮
信
。
葦
航
遠
、
至
風
帆
元
。

悪
否
。

想

繋
艦

之

後
、
邊
遁
尊
兄
、
倶
叙
楽
事
。」
と
、
心
越
が
尚
郷
と
遅
遁
し
た

こ
と
を
言
う
。

『楓
園
家
塵
』
巻

二
八
六
所
収
。
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[付
記
]
小
論

を
草

す
る
に
当

り
、
御
教
示
頂
き

ま
し
た
井
上
敏
幸
先
生
、
杉

村
英

治
氏

に
御
礼
申
上

ま
す
。

ま
た
資
料
閲
覧
を
快
諾
下

さ

っ
た
祐

徳
稲
荷
中

川
文
庫

に
深
謝

の
意
を
表

し
ま
す
。
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